
5 May．2008
No.25

広報広報
題字　作家　水上　勉　

町の花さくら
今年も鮮やかに咲く
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（
第
1
期
整
備
　
平
成
18
年
3
月
完
成
）

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
診
療
所
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
第
2
期
整
備
　
平
成
19
年
1
月
完
成
）

・
介
護
老
人
保
健
施
設
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
第
3
期
整
備
　
平
成
20
年
3
月
完
成
）

・
健
康
広
場
、
連
絡
通
路

平
成
16
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
「
な
ご
み
」

は
、
平
成
19
年
度
の
「
健
康
広
場
」
の
完
成
を
も
っ

て
、
す
べ
て
の
施
設
整
備
を
終
え
ま
し
た
。

隣
接
す
る
「
あ
み
ー
シ
ャ
ン
大
飯
」
と
も
連
絡
通

路
で
つ
な
が
り
、
一
大
健
康
づ
く
り
ゾ
ー
ン
と
な
り

ま
し
た
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
施
設

「
な
ご
み
」
整
備
工
事
が
完
了

寿

▲「なごみ」と「あみーシャン大飯」を結ぶ連絡通路も完成
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憩いの広場でゆったり・のんびりリフレッシュ

なごみ「健康広場」で体を動かそう
第3期工事として整備を行った「健康広場」は、「なごみ」と

「あみーシャン大飯」の中庭のような憩いの広場です。
この健康広場には、散歩コースや健康遊歩道、その他健康づく

り器具を配置しており、施設利用者だけではなく、交流の場とし
てどなたでも利用いただけます。
散歩コースを歩いて一汗かくのもよし、ベンチに腰かけてのん

びりするのもよし。丸太や玉砂利が敷かれた健康遊歩道を裸足で
歩くのも気持ちがいいですよ。

お
お
い
町
に
住
む
す
べ
て
の
人
が
健
康
長
寿
で
、

生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
た
い
。
こ
の

思
い
を
胸
に
、
保
健
面
で
は
「
健
康
寿
命
」
を
延
ば

す
た
め
の
取
り
組
み
を
、
医
療
面
で
は
診
療
所
が

「
町
民
み
ん
な
の
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
地
域
と

深
く
結
び
つ
い
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
、
そ
し

て
、
福
祉
面
で
は
地
域
と
施
設
が
一
体
と
な
っ
た
安

心
介
護
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

「
な
ご
み
」
が
地
域
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
施
設

で
あ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
名
田
庄
地
域
の
「
あ

っ
と
ほ
〜
む
い
き
い
き
館
」
と
両
輪
で
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
す
べ
て
を
担
う
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
、
連
携
し
た
施
設
づ
く
り
、
体
制
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

健康長寿

生
涯
現
役

「
生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
を

め
ざ
し
て

「こうして見ると福祉施設というより、別荘のような感じが
しますなぁ。日もよう当たりますし気持ちのええとこです」

▲健康遊歩道。丸太の上を歩くことでバランス感
覚が養われる。足裏のマッサージ効果もあり血行
促進や内臓・脳の活性化にも期待大。

▲ふっきん台。寝そべるだけでも心地よい気分に。

散歩に来ました



山蔭
やまかげ

信嗣
のぶつぐ

さん
（大島駐在所）
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４
月
か
ら
お
お
い
町
に
赴
任
さ
れ
た
駐
在

所
長
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

私
は
小
浜
市
の
出
身
で
、
昭
和
52
年
か
ら
の
１
年
間
は

当
時
ま
だ
警
備
派
出
所
と
い
う
呼
び
方
だ
っ
た
大
島
駐
在

所
に
、
そ
れ
か
ら
平
成
６
年
か
ら
の
２
年
間
は
佐
分
利
駐

在
所
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
春
か
ら
は
こ

こ
大
飯
駐
在
所
で
勤
務
と
い
う
こ
と
で
、
お
お
い
町
は
も

う
地
元
み
た
い
な
感
じ
で
す
ね
。

お
お
い
町
は
比
較
的
犯
罪
も
交
通
事
故
も
少
な
い
町
で

す
が
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
明
る
く
住
み
よ
い
安
心

安
全
な
町
づ
く
り
に
寄
与
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
顔

見
知
り
や
同
級
生
も
多
い
で
す
し
、
気
軽
に
声
を
か
け
合

え
る
雰
囲
気
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

小
浜
署
管
内
の
勤
務
は
今
年
で
６
年
目
と
な
り
ま
す
。

出
身
は
南
越
前
町
（
旧
今
庄
町
）
で
海
が
な
か
っ
た
の
で
、

お
お
い
町
は
海
が
き
れ
い
だ
な
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

一
度
魚
釣
り
も
体
験
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

近
所
の
方
が
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
の
も
う

れ
し
い
で
す
ね
。
町
内
の
巡
視
で
駐
在
所
に
い
な
い
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
地
域
に
馴
染
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
大
島
は
事
故
も
犯
罪
も
少
な
い
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
夏
に
は
県
外
か
ら
の
海
水
浴
客
や
赤
礁
先
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
へ
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
事
故

や
犯
罪
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
常
に
気
を
張
っ
て
見

守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

越
前
署
か
ら
の
異
動
で
名
田
庄
駐
在
所
勤
務
と
な
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
名
田
庄
地
域
は
の
ど
か
な
雰
囲
気
で
犯
罪
件
数
な

ど
も
少
な
い
で
す
が
、
高
齢
者
世
帯
が
多
く
、
昼
間
も
よ

く
在
宅
さ
れ
て
い
る
の
で
突
発
的
な
事
故
・
事
件
が
発
生

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
を
常
に
頭
に
お

き
な
が
ら
日
々
の
巡
視
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
住
民
の
皆
さ
ま
と
密
着
し
て
、
さ
ら
に
安
心

安
全
な
お
お
い
町
と
な
る
よ
う
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大飯駐在所　　177・0022
佐分利駐在所　178・1823
大島駐在所　　177・2010
名田庄駐在所　167・2171
坂本駐在所　　167・3117

緊急時は

110番

池野
いけの

耕治
こうじ

さん
（大飯駐在所）

畠中
はたけなか

健二
けんじ

さん
（名田庄駐在所）
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大
飯
地
域
に
お
い
て
整
備
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
の
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
活
用
し
て
、
こ
の
４
月
１
日
か
ら
、
Ｊ
ー
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト：

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

の
運
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｊ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
は
、
今
ま
で
の
地
震
震
度
情
報
や
津

波
情
報
に
加
え
、
地
震
震
源
地
か
ら
町
へ
の
到
達
時
間
差
を
利

用
し
て
、
揺
れ
が
起
こ
る
直
前
に
警
報
を
発
す
る
緊
急
地
震
速

報
や
、
ミ
サ
イ
ル
等
の
武
力
攻
撃
等
の
警
報
を
、
町
内
各
地
の

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
大
飯
地
域
の
み
の
運
用
と
な
り
ま
す
が
、

将
来
的
に
全
町
域
に
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ－ＡＬＥＲＴ
（ジェイ・アラート：全国瞬時警報システム）
の運用を開始

区
　
名
　
　
　
氏
　
名

（
大
飯
地
域
）

川
　
上
　
　
藤
原
　
義
隆

三
　
森
　
　
岩

和
弘

久
　
保
　
　
成

源
太
郎

安
　
川
　
　
三
谷
　
良
一

福
　
谷
　
　
森
下
　
智
行

石
　
山
　
　
辻
　
　
勲

佐
　
畑
　
　
柳
原
　
邦
雄

小
車
田
　
　
岩
田
　
正
博

鹿
　
野
　
　
竹
内
　
正
輝

笹
　
谷
　
　
柿
本
　
治

岡
　
安
　
　
武
原
　
廣
幸
　

神
　
崎
　
　
田
中
　
享
二

広
　
岡
　
　
松
井
　
榮
治

万
願
寺
　
　
木
村
　
恒
雄

父
　
子
　
　
猿
木
　
寛
之

野
　
尻
　
　
城
谷
　
幸
輝

芝
　
崎
　
　
塚
本
　
秀
和

山
　
田
　
　
吉
村
　
信
雄

岡
　
田
　
　
堀
口
　
久
雄

小
　
堀
　
　
永
井
　
眞
一

成
　
和
　
　
保
坂
　
正
行

区
長
さ
ん
ご
紹
介

尾
　
内
　
　
時
岡
　
輝
雄

長
　
井
　
　
田
中
　
敏
夫

東
　
浜
　
　
芦
田
　
勝

犬
　
見
　
　
小
上
　
昭
太
郎

駅
　
前
　
　
西
井
　
克
典

青
　
戸
　
　
若
泉
　
裕
一
郎

１
の
１
　
　
池
田
　
卓
夫

１
の
２
　
　
時
岡
　
昭
雄

２
　
　
　
山
口
　
隆
也

３
　
　
　
猿
橋
　
理
男

仲
の
町
　
　
荒
木
　
寿
司

５
　
　
　
赤
井
　
克
良

６
　
　
　
時
岡
　
一
彦

７
　
　
　
田
中
　
隆
夫

８
　
　
　
荒
木
　
俊

９
　
　
　
岩
本
　
壽
子

10
の
１
　
　
松
本
　
正
輝

10
の
２
　
　
岩
竹
　
実

11

辻
　
　
忠
良

12
の
１
　
　
三
宅
　
充
基

12
の
２
　
　
永
谷
　
正
治

13

浦
松
　
覚

14

濱
田
　
康
夫

15

金
森
　
義
雄

西
　
村
　
　
佐
近
　
茂

南
　
浦
　
　
櫻
井
　
勝

河
　
村
　
　
前
田
　
米
廣

日
角
浜
　
　
吉
田
　
吉
和

畑
　
村
　
　
塩
野
　
鐘
吉

脇
今
安
　
　
田
中
　
仙
太
郎

宮
　
留
　
　
中
本
　
茂

（
名
田
庄
地
域
）

納
田
終
　
　
堀
口
　
良
三

坂
　
本
　
　
藤
原
　
喜
朗

井
　
上
　
　
奥
　
　
祐
治

西
　
谷
　
　
的
場
　
美
佐
夫

中
　
　
　
今
川
　
治
利

下
　
　
　
糀
谷
　
孝
男

小
　
倉
　
　
下
中
　
高
裕

美
　
川
　
　
廣
畑
　
利
男

久
　
坂
　
　
河
野
　
治
男

三
　
重
　
　
前
田
　
善
男

下
久
田
　
　
治
部
　
猛

（
敬
称
略
）

平
成
20
年
度
の
区
長
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
今
年
も
区

長
さ
ん
を
中
心
に
、
町
政
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課

1
77
・
１
１
１
１

〈緊急地震速報「利用の心得」〉
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な
ご
み
診
療
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

77
・
２
７
５
３

介
護
老
人
保
健
施
設
「
な
ご
み
」

1

77
・
３
１
８
４

※
電
話
受
付
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

な
ご
み
診
療
所

こ
ち
ら

名田庄診療所長　中村伸一

あ
る
日
の
夕
方
、
午
後
の
診
察

を
終
え
て
、
今
日
こ
そ
早
く
仕
事

を
切
り
上
げ
よ
う
と
思
っ
た
矢
先
、

早
野
弘
さ
ん
（
78
歳
・
仮
名
）
と

同
居
す
る
お
嫁
さ
ん
が
尋
ね
て
き

ま
し
た
。

「
先
生
、
こ
ん
な
時
間
に
診
察
じ
ゃ

な
く
て
、
申
し
訳
な
い
ん
で
す
け

ど
・
・
・
」

本
当
に
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
さ

認
知
症
介
護
の
ポ
イ
ン
ト

そ
の
１

〜
周
囲
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い

介
護
者
の
苦
労
〜

れ
る
と
、
こ
っ
ち
も
弱
い
。
ど
う
や

ら
、
か
な
り
困
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
。

「
実
は
義
父
の
こ
と
な
ん
で
す

が
・
・
・
」
と
話
を
聴
い
て
み
る
と
、

ど
う
や
ら
認
知
症
が
は
じ
ま
っ
た
ら

し
い
と
の
こ
と
。

弘
さ
ん
は
高
血
圧
の
薬
を
飲
ん
で

い
ま
す
が
、
も
と
も
と
ま
じ
め
で
几

帳
面
、
し
か
も
話
し
好
き
の
社
交
的

な
方
で
す
。
こ
の
と
こ
ろ
、
血
圧
は

や
や
上
昇
気
味
で
し
た
。

お
嫁
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
半
年

ほ
ど
前
か
ら
物
忘
れ
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
毎
週
１
回
必

ず
行
く
は
ず
の
囲
碁
ク
ラ
ブ
に
行
く

の
を
忘
れ
た
り
、
日
を
間
違
え
た
り
。

同
じ
話
を
何
度
も
し
た
り
、
同
じ
質

問
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
り
。

薬
の
飲
み
忘
れ
も
多
く
、
彼
女
が

弘
さ
ん
の
薬
袋
を
確
認
す
る
と
、
３

日
に
一
度
は
飲
み
忘
れ
て
い
る
計
算

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ

こ
最
近
血
圧
が
上
が
り
気
味
だ
っ
た

の
は
、
当
然
か
も
。

あ
げ
く
の
果
て
に
は
そ
の
日
の
午

後
、
お
昼
ご
飯
を
食
べ
た
30
分
後
に

「
昼
飯
は
ま
だ
か
？
」
と
聞
い
て
き

た
か
ら
、
さ
あ
大
変
！

困
っ
て
し
ま
っ
て
迷
っ
た
あ
げ

く
、
夕
方
に
な
っ
て
か
ら
相
談
に
来

ら
れ
た
の
で
す
。

こ
の
手
の
話
は
、
ご
家
族
か
ら
聞

か
な
い
と
、
医
者
は
全
く
気
づ
い
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
多
く

の
医
者
は
、
１
日
の
外
来
で
大
勢
の

患
者
さ
ん
を
短
時
間
で
診
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
５
分
間
診
療
で
す
。
う
ち
の

診
療
所
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
も
と
も
と
話
し
好
き
の
患
者

さ
ん
で
、
そ
の
場
そ
の
場
の
対
話
能

力
が
十
分
あ
る
場
合
、
短
い
診
察
時

間
内
に
認
知
症
を
見
破
る
こ
と
は
、

と
ー
っ
て
も
難
し
い
の
で
す
。

認
知
症
の
特
徴
の
ひ
と
つ
が
、
こ

の
よ
う
に
「
よ
り
身
近
な
人
が
認
知

症
で
あ
る
と
強
く
感
じ
る
」
こ
と
で

す
。
た
ま
に
来
る
友
人
や
遠
く
か
ら

来
た
親
戚
の
人
か
ら
み
る
と
「
案
外

ボ
ケ
て
な
い
よ
」
と
評
価
さ
れ
ち
ゃ

い
ま
す
か
ら
、
介
護
者
の
苦
労
は
な

か
な
か
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

介
護
者
は
周
囲
か
ら
理
解
さ
れ
ず
、

孤
独
感
に
苛

さ
い
なま
れ
る
こ
と
も
少
な
か

ら
ず
あ
る
の
で
す
。

た
ま
に
顔
を
見
せ
る
実
の
子
供
か

ら
「
ボ
ケ
て
い
な
い
の
に
、
オ
ヤ
ジ

を
ボ
ケ
老
人
扱
い
す
る
な
ん
て
」
と

言
わ
れ
た
ら
、
お
嫁
さ
ん
は
た
ま
っ

た
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

認
知
症
の
程
度
を
一
番
理
解
し
て

い
る
の
は
、
も
っ
と
も
身
近
に
い
る

人
だ
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

な
ご
み
診
療
所
で
は
予
約
診
療
も
行

っ
て
い
ま
す
。
日
に
よ
っ
て
は
予
約
が

な
い
と
待
ち
時
間
が
１
時
間
以
上
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
混
雑
時

に
は
希
望
時
間
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
の
予
約
を
い
た
だ
く
と

待
ち
時
間
が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
事

前
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。（
予
約
は

電
話
で
も
可
能
で
す
。
初
診
の
方
も
電

話
予
約
で
き
ま
す
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
予
約
診
療
」

集
団
検
診
で
、
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
カ

メ
ラ
を
使
っ
た
再
検
査
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
方
、
ま
た
、
胃
や
大
腸
に
痛
み

や
違
和
感
等
の
症
状
が
あ
る
方
に
、
診

療
所
に
て
内
視
鏡
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

内
視
鏡
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

●
胃
カ
メ
ラ
が
必
要
な
症
状
　
胸
や
け
、

つ
か
え
感
、
胃
の
痛
み
等
・
・
・

●
大
腸
カ
メ
ラ
が
必
要
な
症
状
　
腹
痛
、

下
痢
、
便
秘
、
血
便
・
・
・

全
く
症
状
が
な
く
て
も
、
胃
が
ん
や

大
腸
が
ん
な
ど
、
治
療
が
必
要
な
病
気

を
見
つ
け
る
た
め
に
定
期
的
な
検
診
が

必
要
で
す
。

検
査
に
よ
り
、
的
確
な
診
断
、
適
切

な
治
療
が
可
能
と
な
る
の
で
、
大
腸
が

ん
、
胃
が
ん
な
ど
が
心
配
な
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
誕
生
月
胃
カ

メ
ラ
検
診
の
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

※
内
視
鏡
検
査
は
月
曜
か
ら
金
曜
に
行

っ
て
い
ま
す
。

※
検
査
予
約
は
電
話
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
検
査
内
容
や
症
状
に
よ
っ

て
は
、
事
前
に
診
察
を
受
け
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。



Q 裁判員はどのようにして
選ばれるのですか? A裁判員は、衆議院議員の選挙権を有する人の中から

選びます。具体的な裁判員選任の流れは次のとおりです。

1． 裁判員候補者名簿の作成 
選挙権のある人の中から、翌年の裁判員候補者とな
る人を毎年抽選で選び、裁判所ごとに裁判員候補者
名簿を作ります。この名簿に載った方には、その旨を
通知します。

この段階では、どなたに裁判
所に来ていただくかは決まり
ません。

2． 事件ごとにくじで裁判員候補者が選ばれます
（裁判の6～8週間前）

実際に裁判員裁判を行うことになった際に、裁判員
裁判の対象となる事件ごとに、裁判員候補者名簿の
中から、さらにくじでその事件の裁判員候補者を選び、
呼出状を送ります。呼出状には裁判員を務めていた
だく期間を記載する予定です。通常は、同時に質問
票をお送りして、辞退事由等の有無を確認します。

選ばれた方には、呼出状で裁
判所に来ていただく日時等を
お知らせします。
質問票の記載から辞退事由
等に該当することが明らかな
場合には辞退を認めて呼出し
を取り消し、裁判所まで来て
いただかなくてもよいようにし
ます。

3． 裁判所で、候補者から裁判員を選ぶための
手続を行います（通常は、裁判当日午前中）

裁判長から、事件との利害関係の有無、不公平な裁
判をするおそれの有無、辞退希望の有無・理由などに
ついて質問されます。

質問は裁判官３人と書記官
のほか、検察官や弁護人も
立ち会います。

4． 裁判員となる人を決定します
裁判所は辞退を認めるか、不適格事由に該当しない
かなどを考慮しつつ、最終的にはくじも交えて裁判
員6人を決定します。必要な場合は補充裁判員も選
びます。

検察官や弁護人は、裁判員
に選任しない人を指名するこ
とができます（原則として各４
人まで）。

5． 裁判員裁判が始まります（通常は、裁判当日午後）

ねぇ裁判員って
どうやって選ばれるか
知ってる？

選挙権のある人
から選ぶらしい
けど…

具体的には
どうするん
だろうね？

裁判員の決定には
いくつかのステップが
あるんですよ
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こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
！
裁
判
員
制
度
Q
&
A
⑥

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）

⑥

■お問い合わせ先　なごみ保健課　177・3411

■名田庄星のフィエスタ実行委員会　167・2224

後期高齢者医療制度の被保険者の方で、保険料を年
金からの天引き（特別徴収）で納めていただく方へ保
険料仮徴収額決定通知書（兼特別徴収開始通知書）を
送付しました。

仮算定・・・平成18年度中の所得をもとに仮の保険
料額を算定し、4月・6月・8月の年金支給時に仮に徴
収します。

本算定・・・前年中の所得が確定した後、1年間の保
険料を算定し、仮算定保険料を清算した残額を10
月・12月・2月の年金支給時に徴収します。

※すべての被保険者の方へは、本算定後（7月予定）
に通知書をお送りします。

●特別徴収対象者の方へ仮算定の通知書を送付

みなさんお久しぶりです！
夏の名物、「名田庄星のフィエスタ」の実行委員会です。
今年の開催日などが決まりましたので、皆さんのスケジ
ュール帳に書き込んでおいてくださいね！

◆役員（再任）
実行委員長　　道下　雅章
副実行委員長　早川　眞人

◆開催日・会場
8月15日（金）・あきない館周辺

名田庄星の
フィエスタ

2008

★8月15日（金）開催決定☆

☆実行委員会メンバー募集中☆



福井県が健康増進を目的に推進している「みんラジ（みんなでラジオ体操）」。この「みん
ラジ」活動を特に熱心に行っている団体として、本郷8区が優秀推進隊に選ばれました。県
内では地域の団体や事業所など138団体が「みんラジ」活動を行っており、このうち20団体
が優秀推進隊に選ばれました。
8区の皆さんは、8月から1月までの期間、日曜日と雨天時を除き毎日15名ほどが参加して

ラジオ体操に取り組んでいます。毎日欠かさず参加される方もおり、今後も継続して健康づ
くりを進めていかれるそうです。
皆さんも「みんラジ」活動で区民一丸となって健康づくりをされてみていかがでしょうか。

３
月
30
日
に
滋
賀
県
立
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
選
手
権
大
会
（
社
団
法
人
全
日
本
か
る

た
協
会
主
催
）
に
、
名
田
庄
小
学
校
の
早
川

ゆ
う
か
さ
ん
と
早
川
太
又
た
い
す
け
く
ん
の
姉
弟
が
福

井
県
の
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

と
も
に
３
年
連
続
の
出
場
で
、
ゆ
う
か
は
さ

ん
は
見
事
に
２
年
連
続
の
優
勝
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。

早
川
姉
弟
は
11
月
に
行
わ
れ
た
県
内
の
予

選
大
会
を
突
破
し
、
選
手
権
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
選
手
権
大
会
前
は
週

５
回
の
練
習
に
参
加
し
て
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
て
き
た
二
人
。
た
だ
、
二
人
で
練
習
す
る

と
札
を
取
り
合
っ
て
ケ
ン
カ
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
と
か
。
た
く
さ
ん
練
習
し
て
も
「
大

会
前
夜
は
眠
れ
な
い
ほ
ど
緊
張
し
た
」
と
ゆ

3月に行われたハンドボールの全国高校選抜大会で初優勝を果たし
た北陸高校。このハンドボール部に、おおい町大島の中谷翼くんと中
谷航平くん（ともに新2年生）が在籍し、日々汗を流しています。2
人は小学校からハンドボールを始め、大飯中学校のハンドボール部時
代にはジュニアオリンピックにも県代表選手として出場。さらに上の
レベルで腕を磨きたいと、そろって名門の北陸高校に進学しました。
今選抜大会の決勝では、昨年の決勝で対戦して敗れた藤代紫水高（茨
木県）を破り見事にリベンジ。中谷翼くんは左サイドで出場し、決勝
では右目を負傷するアクシデントもありましたが、ゴールも決め、攻
守にわたって優勝に貢献しました。中谷航平くんは、今大会は惜しく
もベンチ入りが叶わなかったものの、次のインターハイではメンバー
として活躍が期待されています。「初優勝はとてもうれしい。インタ
ーハイも国体も全部優勝できるようがんばるぞー！」と気合十分の2
人。彼らのさらなる活躍を期待しましょう。

小倉百人一首 第38回全国小・中学生かるた選手権大会　早川姉弟が大健闘

北陸高校ハンドボール部　全国高校選抜大会初優勝

取った！獲った！日本一！

8区が「みんラジ」優秀推進隊に

8

お見事2連覇！！

早川 ゆうかさん
5年生の部　優勝

早川 太又
たいすけ

くん
4年生の部　ベスト16

中段左から3人目が航平くん、4人目が翼くん

う
か
さ
ん
。
一
方
の
太
又
く
ん
は
「
ぐ
っ
す

り
眠
れ
ま
し
た
」
と
ケ
ロ
リ
。

迎
え
た
選
手
権
大
会
に
は
約
２
４
０
人
が

出
場
。
各
都
道
府
県
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
き

た
選
手
を
相
手
に
次
々
と
勝
ち
進
み
、
ゆ
う

か
さ
ん
が
５
年
生
の
部
で
優
勝
、
太
又
く
ん

が
４
年
生
の
部
で
ベ
ス
ト
16
と
い
う
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

ゆ
う
か
さ
ん
は
「
み
ん
な
の
応
援
に
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
け
ど
優
勝
で
き
て
う
れ

し
い
。
来
年
も
優
勝
し
た
い
し
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
続
け
た
い
」。
太
又
く
ん
は
「
負

け
て
悔
し
い
け
ど
自
分
の
力
を
出
し
切
れ
た
。

か
る
た
は
続
け
る
け
ど
、
野
球
も
や
っ
て
い

る
の
で
こ
れ
か
ら
は
そ
っ
ち
も
頑
張
り
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。



現在、うみんぴあ大飯に建設中の福井県こども家族館。今年
8月の開館を前に施設の中身をもっと知ってもらおうと、体験
イベント「こども家族館“おためし工房”」が開催されました。
身の回りのものでおもちゃを作って遊ぶ「ものづくり工房」、
ガラスに思いきり落書きができる「ダビンチの壁」など子ども
たちの遊び心をくすぐるものばかり。「クッキング工房」では
色とりどりのみたらし団子づくりも行われ、一日だけのお楽し
み企画は大にぎわいとなりました。
（3月23日　こども家族館「おためし工房」 ふるさと交流セ
ンター）

一足早く「こども家族館」を体験

～西日本の日本海側では登録第1号～
うみんぴあ大飯がマリンレジャーの拠点施設となる「海の

駅」に登録されました。「海の駅」はマリンレジャーを楽しむ
人々が気軽に利用できる施設として、国土交通省が全国各地
で登録を進めているものです。このたび、京都府舞鶴市のマ
リーナ、宮津市のヨットハーバーとともに選ばれ、時岡町長
が登録証を受け取りました。
現在は、うみんぴあ大飯を含め、全国108か所のマリーナや

ヨットハーバー、漁港などが「海の駅」に登録されており、
誰もが安心して立ち寄れる“海の玄関口”としての役割を担
っています。今後はさらに「海の駅」同士のネットワーク化
を図り、マリンレジャーだけではなく、地域交流や観光振興
の拠点施設として地域の活性化が期待されます。
（3月26日　海の駅登録証交付式　マリーナクラブハウス）

うみんぴあ大飯が「海の駅」に

「おおい消防団」の大飯・名田庄地区団という名称が取り
のぞかれ、4月1日から「おおい消防団」は新たに8分団体制
で始動しました。4月1日に行われた春季訓練会では団員260
名に辞令の交付と、各分団へ新しい分団旗が授与されました。
今後は第1特設機動分団、第2特設機動分団、第1分団から第6
分団までの8分団体制で、火災等の緊急事態に備えるとともに、
住民の安心・安全を守るべく活動を行っていきます。
■おおい消防団本部（敬称略）

団　長　　粟谷　善一
副団長　　猿木　政人　西　武彦

（4月1日　おおい消防団春季訓練会　総合町民センター）

「おおい消防団」、8分団体制で新たに始動

9
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木木 金金 土土

おおい町教育委員会
177-1150

名田庄事務支局
167-3701

旧鯖街道踏破体験学習
スタッフ募集！

名田庄公民館

お問い合わせは

おしらせ

名田庄公民館では、名田庄
小学校５年生を対象とした
「挑戦！第19回『京は遠ても十
八里』（旧鯖街道踏破）体験学
習」を8月18日（月）から19
日（火）の1泊2日の日程で行
ないます。
この体験学習に一緒に歩い

ていただける方を募集してい
ます。募集期限は、平成20年6
月30日（月）まで。募集人員
は2名（先着順とさせていただ
きます）。
詳しくは名田庄公民館まで
（電話番号67－3702）

読書会
「源氏物語を読む」

13：30～15：00
場所　名田庄図書館

88

愛護センター
大飯支部巡回指導
17：00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

1155

ブックスタート
場所　保健センターなごみ

（6ヶ月健診時に実施）
主催　大飯図書館

親子料理教室
9：30～
場所　ふるさと交流センター
負担金　1組500円
申込　佐分利公民館178-1211

愛護センター
大飯支部巡回指導
17：00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

3300

ゲートボール教室
13：30～
場所　はまかぜ交流センター
対象　一般

1177

大飯地域町民体育デー
（大島地区）
9：00～
場所　はまかぜ交流センター

文化少年団
入団式・手こぎ舟体験

13：30～
場所　はまかぜ交流センター

絵手紙教室
時間　19：30～
講師　渡辺　淳 氏
場所　ふるさと交流センター
申込　佐分利公民館178-1211

1100,,2244

中央公民館
日本の童謡を歌おう
13：30～15：00
場所　総合町民センター
講師　中尾雍子氏

33,,1177

ふるさと交流センターは、佐分利地区の鹿野区にある、きのこの森の中
にあります。佐分利川に面し、桜の木や季節の草花に囲まれた、とても景
観の良い施設です。
施設内には講堂・会議室・和室・茶室・調理室等が設けられており、住

民の方々の交流や活動に、幅広くご利用頂けます。現在既に、お茶・書
道・カラオケ・手芸・絵画・体操等、たくさんのサークルがふるさと交流
センターを拠点に活動されています。そして各サークルの手作り作品が、ホール等に常時展示されています。
ご利用の申込は佐分利公民館（178-1211）までご連絡ください

ふるさと交流センター（佐分利）

鯖街道終点、出町柳の前で

★おはなし会　13：30～14：15　講師：坪川祥子 氏 
★工作教室　　14：30～15：30 
場所　大飯図書館 
対象　4歳児～小学校低学年と保護者 
申込期限　5月6日（火） 

 

 

2244
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月月 火火 水水日日
55月

人権標語　大飯幼稚園児の作品

先日発行いたしました平成19年度冊子「人権」の
中で、大飯幼稚園のみなさんの作品が漏れてしまい
ました。関係者の方々には、大変ご迷惑をおかけし
ましたことをお詫び申し上げます。
大飯幼稚園のみなさんの作品は、この紙面をお借

りしまして、発表させていただきます。（敬称略）
なお、冊子「人権」は大飯・名田庄の各図書館に

配備しています。ぜひご覧ください。

・いじめられていたら、「やめなよ」とぼくはいえるよ
・いやなことされたら「やめて」といいましょう
・やさしくされたらいいきもち　みんななかよし　たのしいな
・たんじょうびうれしいな　じぶんがうまれたひだから
・『ありがとう』『ごめんね』のことば　むねすっきり
・ありがとう　やさしくしてくれて　うれしいよ
・ばかといわれたら　かなしいよ　いやなこといわないで
・ひとりだけなかまにいれないと　むねがいたいよ
・じぶんでつくったプレゼント　いらないといわれて　かなしいよ
・コロのかわりはいないよ　ぼくのかわりもいない

すえひろなおと
おばたりゅうせい
どもとまさきよ
さかむきしの
おがわあんな
みやけあやか
やまだゆうか
ちぇすんう
しおたにゆうたろう
すえひろだいすけ

布絵本の会
9：30～11：30
場所　名田庄図書館

1122
渡辺淳氏の絵手紙教室
13：30～15：00
場所　山村開発センター

きてみてルーム
対象　町民一般

1111

マナー講座
13：30～15：00
場所　総合町民センター
講師　津田さとみ 氏

大飯地域町民体育デー
9：00～
【本郷地区】
場所　あみ～シャン大飯

総合運動公園体育館
【佐分利地区】
場所　佐分利小学校

2255

ブックスタート
10：00～10：30

ブランケットファミリー
10：00～11：30
場所　名田庄図書館

44

20日、27日
◆幼児・児童コース　19：30～20：15
◆一般コース　20：30～21：30
場所　総合町民センター
講師　リード・ウォレン氏、

ハルフォード・トレーシー氏

中
央
公
民
館

英
会
話
教
室

バスケットボール教室
5月1日(木)、8日(木)、15日(木)、
22日(木)、29日(木)、6月5日(木)、
10日(火)
時間　19：30～21：00
場所　総合運動公園体育館
対象　小学生以上
参加料　500円（保険代）

5月7日(水)、14日(水)、21日(水)、
28日(水)、6月4日(水)、11日(水)
時間　19：30～21：00
場所　総合運動公園体育館
対象　小学4年生～中学3年生
参加料　200円（保険代）

卓
球
教
室

今年は佐分利地区を歩きます
第18回ふるさとファミリーウォーク

5月18日（日）受付：9:00～

スタート・ゴール：佐分利小学校
※送迎バスを用意します。ぜひご参加ください。
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お
知
ら
せ

■おおい町役場
177-1111（代）

■名田庄総合事務所
167-2222（代）

（総務管理課）
167-2222

（郷づくり室）
167-2224

（住民サービス室）
167-2223

（教育委員会事務局　　　　
名田庄事務支局）

167-3701

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
（なごみ保健課）

177-1155（代）

■あっとほ～むいきいき館
（保健福祉室）

167-2000（代）

■ iネットぴあプラザ
（電子情報課）

177-9030

NEWS＆
INFORMATION

５５
つ
の
届
け
出
に
本
人
確
認

が
必
要
と
な
り
ま
す

住
民
福
祉
課

1
77
・
１
１
１
１

戸
籍
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

20
年
５
月
１
日
か
ら
「
婚
姻
」
、

「
協
議
離
婚
」、「
養
子
縁
組
」、「
協

議
離
縁
」、「
認
知
」
の
５
つ
の
届
け

出
に
つ
い
て
本
人
確
認
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
届
け
出
の
際
は
運
転
免
許

証
や
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

住
宅
瑕
疵

か

し

担
保
履
行
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

建
設
課

1
77
・
１
１
１
１

「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の

履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」

が
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

建
設
業
者
、
宅
地
建
物
取
引
業
者

の
皆
さ
ま
へ
　

平
成
21
年
10
月
１
日
以
降
に
引

き
渡
す
住
宅
は
、
瑕
疵
担
保
責
任

の
履
行
の
た
め
の
保
険
加
入
か
保

証
金
の
供
託
が
必
要
で
す
。
特
に

保
険
は
工
事
中
に
検
査
を
行
う
た

め
、
着
工
前
の
申
し
込
み
が
必
要

な
の
で
準
備
を
忘
れ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
際
は
、
そ

の
住
宅
が
き
ち
ん
と
保
険
や
供
託

の
措
置
を
と
ら
れ
て
い
る
か
忘
れ

ず
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

名名
田
庄
総
合
事
務
所
の
時
間

外
業
務
の
変
更
に
つ
い
て

総
務
管
理
課

1
67
・
２
２
２
２

総
合
事
務
所
で
は
、
夜
間
お
よ

び
土
日
・
祝
日
の
時
間
外
業
務
に

つ
い
て
、
宿
直
・
日
直
職
員
が
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
20
年
度

中
学
１
年
生
と
高
校
３
年

生
が
予
防
接
種
の
対
象
に

な
ご
み
保
健
課

1
77
・
３
４
１
１

こ
こ
数
年
、
10
代
及
び
20
代
で

麻
し
ん
（
は
し
か
）
が
流
行
し
た

こ
と
か
ら
、
麻
し
ん
の
予
防
接
種

を
１
回
し
か
受
け
て
い
な
い
年
代

に
対
し
て
、
２
回
目
の
予
防
接
種

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
風
し
ん
に
つ
い
て
も
、
妊

婦
が
妊
娠
初
期
に
か
か
っ
た
場
合
、

そ
の
胎
児
に
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
風
し
ん
の
流
行
を
防
ぐ

た
め
に
、
２
回
目
の
予
防
接
種
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
学
１
年
生

に
相
当
す
る
年
齢
と
高
校
３
年
生

に
相
当
す
る
年
齢
に
対
し
て
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す
。（
こ
れ
は
平
成
20
年
度

〜
平
成
24
年
度
ま
で
に
限
り
実
施

さ
れ
る
制
度
で
す
）

対
象
の
方
に
は
個
別
通
知
を
送

海海
の
も
し
も
は
１
１
８
番

へ

小
浜
海
上
保
安
署

1
52
・
０
４
９
４

本
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
「
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
や
、
関

係
閣
僚
会
議
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
テ
ロ
リ
ス
ト
等
の
不
法
入
国
や

爆
発
物
等
の
密
輸
入
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
第
八
管
区
海
上
保

安
本
部
で
は
、
沿
岸
周
辺
海
域
の

監
視
警
戒
活
動
を
強
化
す
る
た
め

の
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

海
上
及
び
沿
岸
域
で
見
慣
れ
な

い
船
や
無
灯
火
等
の
不
審
な
船
舶

等
を
発
見
さ
れ
た
場
合
や
、
不
審

な
事
象
を
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、

直
ち
に
１
１
８
番
通
報
ま
た
は
最

寄
り
の
海
上
保
安
部
署
へ
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

付
し
ま
す
の
で
、
予
防
接
種
に
つ

い
て
の
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
に

な
り
、
対
象
年
度
中
に
医
療
機
関

で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

の
機
構
改
革
に
伴
い
５
月
１
日
よ

り
夜
間
の
宿
直
業
務
体
制
が
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

平
常
業
務
終
了
後
（
午
後
５
時
30

分
か
ら
）

平
日
、
土
日
、
祝
日
と
も
に
、

午
後
５
時
30
分
か
ら
午
後
10
時
30

分
ま
で
は
警
備
員
が
常
駐
し
ま
す
。

そ
の
後
、
機
械
警
備
に
切
り
替
え

ま
す
の
で
、
午
後
10
時
30
分
か
ら

翌
午
前
８
時
30
分
ま
で
は
、
電
話

の
み
の
対
応
と
な
り
、
総
合
事
務

所
へ
の
電
話
は
本
庁
へ
転
送
さ
れ
、

本
庁
宿
直
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

午
後
10
時
30
分
以
降
に
御
用
の

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
名
田
庄
総

合
事
務
所
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
土
日
、
祝
日
の
日
直
業
務
（
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
）

は
引
き
続
き
日
直
職
員
が
対
応
し

ま
す
。

住
民
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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本　年 昨年同時期

死　者

傷　者

物　損

内交通事故発生状況
（平成20年3月31日現在）

町

13

と　き：5月15日（木）

13時～15時　

ところ：総合町民センター

名田庄山村開発センター

日頃の悩みごと、いじめ、不登校、体罰、

その他人権に関する相談に人権擁護委員が応

じています。相談は無料で秘密は固く守られ

ますのでご安心ください。

人 権 相 談

一
白
水
星

い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

本
月
の
運
気
は
何
事
も
不
調
に
終

り
や
す
く
安
定
感
が
な
い
。
変
化
変

動
も
起
こ
り
や
す
く
周
辺
と
の
調
和

も
乱
れ
が
多
く
な
る
。
移
転
な
ど
は

差
し
控
え
る
の
が
賢
明
。

☆
一
白
水
星

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星
　
大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星
　
大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生

☆
七
赤
金
星
　
大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生

☆
八
白
土
星
　
明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
生

☆
九
紫
火
星

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
生

三
碧
木
星

さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

本
月
の
運
気
は
怒
涛
の
波
に
船
の

針
路
を
奪
わ
れ
る
が
ご
と
く
、
前
途

を
見
極
め
る
の
が
非
常
に
困
難
な
事

が
多
々
起
こ
る
。
焦
ら
ず
熟
考
し
周

囲
の
状
況
を
常
に
知
る
こ
と
が
大
事
。

二
黒
土
星

じ
こ
く
ど
せ
い

本
月
の
運
気
も
盛
大
で
は
な
い
も

の
の
渋
滞
す
る
ほ
ど
の
事
は
な
い
。

前
途
は
光
明
に
輝
い
て
く
る
。
正
義

は
運
気
に
味
方
を
し
て
く
れ
る
。
案

ず
る
事
無
く
踏
み
出
し
て
も
可
。

六
白
金
星

り
く
は
く
き
ん
せ
い

本
月
の
運
気
は
盛
運
で
は
あ
る
が

変
化
変
動
の
非
常
に
多
い
月
。
好
機

と
い
え
ど
も
油
断
は
大
敵
、
物
事
は

慎
重
に
運
ん
で
こ
そ
成
果
に
結
び
つ

く
。
金
銭
上
で
の
出
入
り
に
要
注
意
。

五
黄
土
星

ご
お
う
ど
せ
い

本
月
の
運
気
は
俗
に
言
う
八
方
塞

が
り
の
月
。
し
か
し
こ
れ
は
考
え
方

の
違
い
で
む
し
ろ
運
気
は
最
高
潮
に

あ
る
と
も
言
え
る
。
た
だ
本
月
は
反

面
周
囲
の
反
発
が
強
く
和
が
第
一
。

四
緑
木
星

し
ろ
く
も
く
せ
い

本
月
の
運
気
は
重
大
な
転
機
を
迎

え
る
事
に
な
り
そ
う
。
常
に
心
の
動

揺
を
抑
え
、
軽
挙
は
大
い
に
慎
ま
ね

ば
不
運
を
招
い
て
し
ま
う
。
何
事
か

事
あ
れ
ば
目
上
の
指
示
を
得
よ
。

七
赤
金
星

し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

本
月
の
運
気
は
安
定
し
て
お
り
こ

の
際
身
辺
の
整
理
を
行
う
の
に
適
し

て
い
る
。
思
い
掛
け
ぬ
こ
と
が
ら
の

見
落
と
し
も
見
つ
か
り
そ
う
。
移
転
、

改
装
も
よ
し
。
神
仏
詣
で
も
吉
。

八
白
土
星

は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

本
月
の
運
気
は
引
き
続
き
好
調
。

し
か
し
中
旬
よ
り
や
や
蔭
り
も
見
え

長
期
の
事
柄
は
控
え
る
の
が
賢
明
。

一
時
的
な
行
動
は
上
旬
に
事
を
渉
ら

す
事
が
成
果
に
つ
な
が
る
。

九
紫
火
星

き
ゅ
う
し
か
せ
い

本
月
の
運
気
は
順
調
に
進
ん
で
い

る
が
、
不
意
の
反
動
も
あ
り
途
中
で

の
渋
滞
に
注
意
。
あ
ま
り
強
引
な
行

動
に
特
に
反
発
が
大
き
く
大
事
に
至

る
恐
れ
さ
え
あ
る
。
要
注
意
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～

5月の運気
（5月5日～6月4日まで）

機構改革

農林水産業と商工観光業のさらなる充実を図るため、「産業振興課」の
事務を分けて「農林水産振興課」と「商工観光振興課」を新たに設置し
ました。また、「総合開発室」の事務（うみんぴあ大飯事業など）は「商
工観光振興課」へ移管しました。
さらに、「おおい町総合計画」の策定に係る事務等が一段落したことか

ら、「新町建設計画推進室」の事務を企画課と統合しました。

より効率的な事務執行体制を目指して機構改革を実施し、
4月１日から課名などが変更となりました。

（廃止した課・室）
産業振興課
新町建設計画推進室
総合開発室

（新設した課）
農林水産振興課（役場本庁1階）
商工観光振興課（役場本庁1階）
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発電所の運転状況

大飯発電所 出　力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

1号機

2号機

3号機

4号機

117.5万KW

117.5万KW

118万KW

118万KW

昭和54年3月

昭和54年12月

平成3年12月

平成5年2月

1,982.6億ｋWｈ

1,415.7億ｋＷｈ

1,349.8億ｋＷｈ

7,177日

平　成　20 年

4月 5月

7,600日

5,018日

4,767日

※発電電力量および日数は平成20年3月末日現在の数値です。

2,109.2億ｋＷｈ

本格運転中　　　5月中旬～第22回定期検査予定

本格運転中

第13回定期検査中

本格運転中

大
飯

と
ぴ
っ
く
す
発
電
所

Topics

「
お
お
い
り
館
フ
ォ
ト
キ
ャ
ン
バ
ス
」

と
は
、
毎
年
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
原
画
を
募
集
し
、
最
優
秀
作
品
を
巨
大

キ
ャ
ン
バ
ス
（
幅
８
ｍ
・
高
さ
６
ｍ
）
に

拡
大
し
て
、
お
お
い
り
館
（
P
R
館
）
の

正
面
壁
に
展
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。

３
月
27
日
、「
第
14
回
お
お
い
り
館
フ
ォ

ト
キ
ャ
ン
バ
ス
原
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
全
応
募
作
品
４
６
７
点
の

中
か
ら
入
賞
を
果
た
し
た
11
作
品
を
対
象

に
行
わ
れ
、
受
賞
者
と
そ
の
ご
家
族
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

見
事
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
神
野

麻
白
さ
ん
（
大
島
小
学
校
）
の
作
品
「
白

い
船
に
乗
っ
て
」。
表
彰
式
に
際
し
、
麻
白

さ
ん
と
大
飯
発
電
所
長
に
よ
り
序
幕
が
行

わ
れ
、
新
し
い
フ
ォ
ト
キ
ャ
ン
バ
ス
が
お

目
見
え
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
バ
ス
は
１
年
間
展
示
さ
れ
、

お
お
い
り
館
に
来
ら
れ
る
お
客
様
を
お
迎

え
し
ま
す
。

おおいり館フォトキャンバスをリニューアル！

巨大キャンバスの前で

受賞者には賞状と記念メダルが授与されました
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総人口 9,055 （－ 53）

（－ 27）

（－ 26）

（－ 3）

女

4,400男

4,655

世帯数 3,091

平成20年4月1日現在　（ ）は前月比

まちの人口

窓戸籍の
平成20年 3月13日から

4月10日届出まで

（敬称略）

なな ごご みみ

いきいきいきいき

■乳幼児健康診査
2か月児・6か月児・1歳児健診

■乳幼児予防接種

ＢＣＧ
ポリオ

■すくすく広場

■精神保健相談・ミニデイケア

■リハビリ相談

■ふれあいのつどい

■マタニティセミナー

8日(木)

9日(金）

16日(金)
16日(金)

23日(金)

23日(金)

28日(水）

13日(火）
27日(火）

なごみ保健課　1177-3411

保健福祉センター「なごみ」

■乳幼児健康診査
2歳児健診

■乳幼児予防接種

ＢＣＧ

■すくすく広場

■一般健康相談

■老人クラブ健康相談

（中集会場）

（あまご山会館）

（三重集会場）

■ふれあいのつどい

■リハビリ相談

1日(木)

7日(水)
9日(金)

毎週木曜日

20日(火)

27日(火)

28日(水)

21日(水)

2日(金)
16日(金)

■納田終・井上・中地区 9日(金)・15日(木)・27日(火)

■坂本・西谷地区 2日(金)・13日(火)・22日(木)・30日(金)

■下久田・久坂・下地区 1日(木)・16日(金)・20日(火)

■三重・小倉・美川地区 8日(木)・23日(金)・29日(木)

保健福祉室　11667-2000
あっとほ～むいきいき館

名　前　　 性別　　 保護者　　　 住所

時田　紗空
さ ら

女　 晴和・有紀　　　13 区

坂口　蒼衣
あおい

女　 健治・加奈子　　13 区

辻　　祐翔
ひろと

男　　義秀・有里　 10の2区

森口　桔平
きっぺい

男　 倫啓・麻美子　　名田庄井上

赤ちゃん

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

名　前　　　　 住所（ ）は旧姓・旧住所

福尾　和久　 万願寺
(池ノ上）仁美 （脇今安）

たかさご

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

名　前　　 年齢　 性別　　 住所

東　　弘　　　 81歳　　 男　　 名田庄口坂本

山 百合子　　 91歳　　 女　　 石　山

渡 房藏　　　 75歳　 男　 父　子

大谷　秋 92歳　 女　 河　村

荒木　とし子　　 93歳　 女　 11  区

堀口　澄子　　　 83歳　 女　 神　崎

奥　　文男　　　 84歳　 男　 名田庄井上

早川　とみ　　　 88歳　 女　 名田庄三重

おくやみ

ごめい福をお祈りします。

5月

あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
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▼
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
す
べ
て

を
担
う
施
設
、「
な
ご
み
」
の
整

備
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
先
日
、

そ
の
「
な
ご
み
」
の
写
真
を
撮
影

し
て
い
る
と
、
何
や
ら
に
ぎ
や
か

な
集
団
が
。
見
る
と
、
真
新
し
い

制
服
に
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
た
ち

で
し
た
。
今
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
と

て
も
カ
ラ
フ
ル
な
ん
で
す
ね
。
驚

き
ま
し
た
。
早
く
学
校
生
活
に
慣

れ
て
、
遊
び
も
勉
強
も
の
び
の
び

や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
▼

冬
の
た
く
わ
え
が
春
に
な
っ
て
目

も
当
て
ら
れ
な
い
・
・
・
。
お
腹
を

見
て
不
安
な
方
、
暖
か
い
春
に
な

る
と
自
然
と
体
も
動
き
ま
す
。
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
▼
気
が
付
け

ば
、
咲
く
の
は
ま
だ
か
と
待
っ
た

桜
の
見
ご
ろ
も
終
わ
り
、
そ
ろ
そ

ろ
田
植
え
の
時
期
。
農
家
の
皆
さ

ま
、
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

（
森
）

編
集
後
記

  

おおい町文化財巡り～その11～

本
像
は
、
頭
部
、
体
部
の
中
心
部
を
耳
の
後
ろ
で
前
後
に
分

け
、
さ
ら
に
そ
の
前
後
の
材
を
中
央
で
左
右
に
分
け
て
い
る

「
四
材
竪
矧

し
ざ
い
た
て
は

ぎ
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
若

狭
地
方
に
お
い
て
四
材
竪
矧
ぎ
で
造
ら
れ
て
い
る
像
は
極
め
て

少
な
く
、
本
像
は
珍
し
い
手
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

桧
の
寄
木
造

よ
せ
ぎ
づ
く
り
で
、
刀
法
は
素
朴
で
す
が
、
衣
文
線

え
も
ん
せ
ん

の
彫
り
も

浅
く
丸
み
を
持
ち
、
長
く
静
か
に
彫
出
さ
れ
、
素
朴
な
中
に
も

穏
や
か
な
像
容
ぞ
う
よ
う
が
表
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
後
期
の
特
色
を

よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

本
像
は
、
龍
虎
寺

り
ゅ
う
こ
じ

の
本
尊
で
す
が
、
も
と
は
長
井
区
に
あ
っ

た
実
仙
庵

じ
っ
せ
ん
あ
ん

に
祀ま
つ

ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

龍
虎
庵

り
ゅ
う
こ
あ
ん
と
い
う
寺
院
も
存
在
し
、
天
正

て
ん
し
ょ
う

九
年
（
一
五
八
一
）

に
実
仙
庵
と
龍
虎
庵
が
合
併
し
寺
号
を
龍
虎
寺
に
改
め
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
龍
虎
寺
に
は
承
元

じ
ょ
う
げ
ん

二
年
（
一
二
〇
八
）
の

奥
書
お
く
が
き
が
記
さ
れ
た
大
般
若
経

だ
い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
うも
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

福井県指定文化財

木造阿弥陀如来坐像
もくぞうあみだにょらいざぞう

・平安時代後期（12世紀）
・像高　143.3㎝

お問い合わせ先／
龍虎寺　田村氏　　　　177-0611
おおい町立郷土史料館　177-2820

龍虎寺　おおい町長井


